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第41回IDATEN 
インタラクティブケースカンファレンス 

日本感染症教育研究会（IDATEN） 

謹啓 時下、先生方に於かれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 
「日本感染症教育研究会」（略称 IDATEN）は2005年1月に発足し、多くの先生方のご協力により、
活動も11年目を迎えました。 
 当研究会は、日本における感染症科の発展に寄与することを理念とし、セミナーなどによる教育
の充実、メーリングリストによる教育還元など、今後も幅広い活動を行ってまいりたいと考えてお
ります。是非とも当研究会の学術活動にご参加頂き、日本における臨床感染症の教育推進にご協力
いただけましたら、誠に幸いでございます。 
 さてこの度、下記の要領（詳細は裏面参照）にて第41回IDATENインタラクティブ ケースカン
ファレンスを企画いたしましたので、ご多忙のことと存じますが、何卒ご出席賜りますようお願い
申し上げます。 
                                           謹白 

当研究会はヘルスケアプロフェッショナルとしての禁煙運動を推進しておりますので、会場内やティーブレイク会場を
含むすべての関連場所での禁煙をお願いしております。ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

共催： 日本感染症教育研究会／鳥居薬品株式会社 

＜電車でお越しの方＞ 

 JR「東京駅」丸ノ内線北口より約350m 

 都営三田線「大手町駅」D4出口より約120m 

 東京メトロ東西線「大手町駅」D4出口より約370ｍ 

 東京メトロ千代田線「大手町駅」D4出口より約240ｍ 

 東京メトロ半蔵門線「大手町駅」D4出口より約470ｍ 

 東京メトロ丸の内線「大手町駅」1番出口より約310ｍ 
 

＜車でお越しの方＞ 

 近隣の駐車場をご利用下さい。 

クラブ関東へのご案内図 

日 時 

会 場 

参加費 

2015 年 6 月 20 日（土）13:30～（13:00開場） 

クラブ関東 
〒100-0005 東京都千代田区丸の内1-3-1 東京銀行協会ビルヂング19階 
 http://www.clubkanto.jp/ 

1,000円 
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プログラム 

開  場 
          松永 直久 先生 帝京大学医学部附属病院 感染制御部 部長／帝京大学医学部内科学講座 講師 

13:00～ 

司会進行 

13:30～ 情報提供 鳥居薬品株式会社 

IDATEN活動報告 13:45～ 

14:00～ 招聘講演 「感染症科医としてのHIV感染症との関わり方」 
松永 直久 先生  帝京大学医学部附属病院 感染制御部 部長／帝京大学医学部内科学講座 講師 座 長 

塚田 訓久 先生  国立国際医療研究センター エイズ治療・研究開発センター 医療情報室長 演 者 

15:00～ 休 憩 

IDATENインタラクティブケースカンファレンス 

森澤 雄司 先生 
自治医科大学附属病院 感染制御部/感染症科/総合診療内科 

成 人 小 児 

宮入  烈  先生 
国立成育医療研究センター 感染症科 

ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ 

上原  由紀 順天堂大学 

笠原    敬  奈良県立医科大学 

神谷    亨   洛和会音羽病院 

岸田   直樹 感染症コンサルタント 

細川  直登 亀田総合病院 

堀越  裕歩 東京都立小児総合医療センター 

堀     賢    順天堂大学 

本郷   偉元 武蔵野赤十字病院 

宮入   烈   国立成育医療研究センター 

森澤  雄司 自治医科大学 

矢野  晴美 筑波大学 

         他1名 

日本感染症教育研究会 
世話人（50音順） 

代表世話人 

松永 直久  帝京大学 

15:15～ 西村   翔  先生 大路  剛 先生 

岩田健太郎 先生 

神戸大学医学部附属病院 感染症内科  

症例提示2 16:00～ 宮里 悠佑 先生  大場雄一郎 先生 
大阪府立急性期･総合医療センター 総合内科 

17:05～ 鵜飼 知嵩 先生 
愛知県がんセンター研究所 遺伝子医療研究部 
自治医科大学付属さいたま医療センター 血液科 

16:45～ ティーブレイク 

症例1  新企画 「生後7週の発熱・痙攣、あなたのマネージメントは？」 

末永 孝生 先生 
亀田総合病院 血液･腫瘍内科 

症例提示1 

木下 典子 先生 
国立成育医療研究センター 
感染症科 

張  慶哲 先生 
東京都立小児総合医療センター 
感染症科 

症例2 臨床推論 「5歳男児、1週間続く発熱と嘔吐」 

松村 未希 先生 
静岡県立こども病院 総合診療科 

荘司 貴代 先生 

症例3 臨床推論 「日齢20日、複雑尿路奇形ある児の発熱と頻脈」 

馬場 啓聡 先生 
東北大学病院 総合感染症科 

ｵｰｶﾞﾅｲｻﾞｰ 

症例提示3 


